






種々の形態異常の中で比較的軽微な変形や重大な機能障害を伴わない異常は,

しばしば小奇形(Minor anomalies)という名称のもとに一括される。

　この小奇形や異常皮膚紋理の存在は早期胎内障害の有無やその障害の時期を

推測する一つの指標となり,心身障害児の成因を想像する手がかりになると思

われる。そこで,我々は心身障害児集団の小奇形や異常皮膚紋理の頻度を出す

と共に,その有無による障害時期の推測を目的に本研究を行った。


